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非 核 平 和 都 市 宣 言 

真の恒久平和は、人類共通の願いである。 

 しかるに、近年、世界において軍備の拡張は依然として

続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていることは、

全人類のひとしく憂えるところである。 

わが国は、世界最初の核被爆国として、また、平和憲法

の精神からも再びあの広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返さ

せてはならない。 

 吹田市は、日本国憲法にうたわれている平和の理念を基

調に、市民の健康で文化的な生活の向上をめざし“すこや

かで心ふれあう文化のまち”づくりをすすめており、平和

なくしては、その実現はありえない。 

 よって、吹田市は、平和を希求する市民の総意のもとに、

わが国の非核三原則が完全に実施されることを願うととも

に、核兵器の廃絶を訴え、ここに非核平和都市であること

を宣言する。 

  昭和 58 年(1983 年)８月１日 

吹 田 市 

健 康 づ く り 都 市 宣 言

 健康は、心ゆたかで活力に満ち充実した生活を営む

ための最も重要な基礎をなす市民共通の強いねがいで

あり、本市がめざす“すこやかで心ふれあう文化のま

ち”づくりの基本理念でもある。 

 本市は、この理念達成のため、市民の理解と参加を

得て、健康づくり都市の実現に向けてとりくむことを

ここに宣言する。 

  昭和 58 年(1983 年)10月 11 日 

吹 田 市 

非核平和都市宣言モニュメント 

健康づくり啓発ブロンズ像 
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安 心 安 全 の 都
ま 

市
ち 

づ く り 宣 言  

 私たちのまちは、人々が互いに助け合い、思いやりながら共に生き、将来を担

う子どもたちが、すこやかに育つことのできる安心安全なまちでなければなりま

せん。 

 安心してくらすことのできる安全なまち、いつまでも誇りをもって住み続けた

いと思えるまちは市民みんなの願いです。 

 こうした想いをもとに、吹田市は、市民一人ひとりのつながりの輪を広げ、市

の将来像である“人が輝き、感動あふれる美しい都市
ま ち

すいた”を目指し、市民、

企業、行政が力を合わせて「安心安全の都市
ま ち

まちづくり」に取り組むことをここ

に宣言します。 

 

  平成 20 年(2008 年)３月 14 日 

吹 田 市 

 

｢安心安全の都市
ま ち

づくり宣言｣モニュメント 

 

｢安心安全の都市
ま ち

づくり宣言｣シンボルマーク 
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